
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'06） ※無断転載・複製を禁じます 

      ＜取り組んだ課題＞ 

１、感染予防の基本の手洗いの実践      

    洗い残しのチェックと評価方法の取り組み 

２、二次感染防止で感染防止の七つ道具 

（ﾉﾛｳｲﾙｽ）処理をもとに 

すぐに活用できる方法の取り組みと実践    

     <具体的な取り組み＞ 

１、 手洗いの基本講習を実践した 

  ○ 手洗いの洗い残しﾁｪｯｸ方の試行錯誤の経過 

2003年 寒天培地使用 ・墨汁使用 

2004年 朱墨使用 

2005年 ﾃﾞﾝﾌﾟﾝのりとｲｿｼﾞﾝｶﾞｰｸﾞﾙ液使用 

  ○ 手洗いの洗い残しのチェック方法の手順 

   ①デンプンのりを手全体に塗り乾かす 

②基本的手洗いをし ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙで拭く 

③希釈したｲｿｼﾞﾝｶﾞｰｸﾞﾙ液をスプレーする。 

④洗い残ったデンプン部分が紫色になる。

  ○ 新人職員研修・感染予防講習・ 感染予防週間 

   で実演し効果的な手洗いを身でもって認識した。 

２、○ ﾉﾛｳｲﾙｽの二次感染を防ぐため 嘔吐、排泄物 

処理を手際よくできるための7つ道具を考案した

・「クリーンカート」の制作  

   ・制作費 カート1台 １５００円～２０００円

    簡単に手に入り・低価格で便利なもの

   ○ 制作は現場の評価を受けて改良し実用化。 

＜活動の成果と評価＞ 

１、手洗いのデンプンのりチェック法により個々の 

  洗い残し部位が視覚で判り当事者が納得できた。

  定期的感染予防強化週間において基本的手洗い 

  の確認と重要性を見直すことにより感染予防の 

  意識の向上になった。            

  職員同志がわくわくしながら手洗いのチェック 

  をする事でコミュニケーションも深まった。｡ 

  感染予防の意識向上により２００５年度は特養入居

者のｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ,ﾉﾛｳｲﾙｽ等感染はゼロになった。 

２、二次感染防止の7つ道具「クリーンカート」は 

  必要物品が備わり、排泄物の持ち運びに便利。 

  後始末が簡単で爽やかな色で外観も悪くない。 

  職員の評価から現在は二次感染用「クリーン

カート」とは別に常時排泄交換用として使用するよ

うになり効果をあげている。 

    ＜今後の課題＞ 

１、デンプンのり手洗いチェック法は感染予防の   

  意識を向上させる１方法であるにすぎない。 

感染予防対策において感染しにくい免疫力を 

高めることも考えていきたい。 

２、クリーンカートは、物品の寄せ集めで製作した

  ものなので接続部の強化等課題が残る。 
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